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令和 5年度第 4回羽村市文化財保護審議会　会議録

 日　時 令和 6年 3月 16日（土）　午後 3時 00～午後 4時 20分
 会　場 羽村市郷土博物館　会議室

 出席者 白井 裕泰 会長、島田 秀男 副会長、和田 哲 委員、坂詰 智美 委員、 
金子 淳 委員、鈴木 秀和 委員

 欠席者 坂上 洋之委員
 議　題 １あいさつ 

２議題等 
(1)令和５年度第 3回羽村市文化財保護審議会会議録の確認について 
(2)令和５年度文化財説明板の作成・設置について 
(3)令和６年度羽村市文化財保護事業（案）について 
３報告事項 
４その他 

(1)次回日程について　令和 6年　月　日（　）
 傍聴者 なし 
 配布資料 令和５年度 第４回羽村市文化財保護審議会　次第 

令和５年度 文化財説明板文面（案）【資料 1】 
令和６年度 羽村市文化財保護事業（案）【資料 2】

 会議の内容 １あいさつ 
（会長）＜あいさつ＞ 
 
２議題等 
(１)令和５年度第３回羽村市文化財保護審議会会議録要旨の確認について 
（事務局）令和５年度第３回羽村市文化財保護審議会会議録については事前

に送付したとおりで、訂正等があれば御指摘いただきたい。 
（会長）令和５年度第３回会議録要旨について訂正、御意見等あるか。 
（委員）特になし。 
（会長）無いようなので、令和５年度第３回については会議録を承認する。 
 
(２)令和５年度文化財説明板の作成・設置について 
（会長）事務局から説明をお願いする。 
（事務局）【資料 1】については、前回会議においていただいた御意見を反映
したものである。（【資料 1】を読み上げ） 
また、設置場所については、まず東京都水道局に相談した。旧奥多摩街道か

ら羽村橋を渡った付近は、埋設物（外灯のケーブル、マンホール）があり難
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 しいとの回答であった。今後は旧奥多摩街道付近について、西多摩建設事務

所にも相談していく予定である。 
（会長）それでは、【資料 1】について意見、質問等はあるか。 
（委員）文末の「影響を与えたといわれています。」について、説明文であ

るため「影響を与えました。」というように、推測でははく断定した形が良

いのではないか。 
（委員）内容についてはこれで良いと思うが、文末の「造る計画が考えられ

た」の部分については、言葉遣いが不自然である。「計画された」等に言い

換えられないか。 
（委員）文字数が若干多い感じがするが、内容的には問題ない。また、「造

る計画が考えられた」の部分については、言い回しを変えた方が良い。 
（委員）「造る計画が考えられた」の部分については、言い回しを変えすっ

きりとした方が良い。また、５行目の『里正日誌』について、読み方を聞か

れることが多いので、ふりがなを振っておいた方が良いのではないか。 
（委員）前回欠席したが、会議録を確認した。内容についてはこれで良いが、 
　「造る計画が考えられた」の部分については、言い回し変えた方が良い。 
（会長）いくつか意見が出たが、まず「造る計画が考えらた」の部分につい

て先に議論する。何か案はないか。 
（会長）「造る」の部分を削除し、「馬車鉄道の計画が考えられた」はどうか。　

（委員）「造る」の部分を「敷設」に言い換え、「馬車鉄道の敷設も計画され

た」はどうか。 
（委員）「敷設」については、文末にすでに使われている。 
（委員）「馬車鉄道を造る計画もあり」とすれば後ろの文章とのつながりも

良くなるのでは。 
（会長）馬車鉄道の計画があったが、実現しなかった部分についての記述が

省略されているため、文章のつながりがしっくりこない。 
（会長）馬車鉄道が計画されたこと自体は、青梅鉄道に影響を与えたといえ

る。そのニュアンスがうまく伝わらないので、文章はこのままで良いのでは

ないか。いきなり青梅鉄道ではなく、馬車鉄道の計画という前段があった。 
（委員）馬車鉄道の計画はあくまで計画どまりであり、実現したのは青梅鉄

道である。必ず関連があるのか。 
（会長）指田茂十郎の念願であったといえる。 
（会長）それでは、文章については変更せずこのままとする。 
（会長）次に、文末の「影響を与えたといわれています。」の部分について、

議論していく。 
（委員）「影響を与えたといわれています。」という文章だと推測に近い形で
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 ある。これでも間違いではないが、説明板であるため、ある程度わかるとこ

ろははっきりと書いた方が良いのではないか。「与えたといわれています。」

より「与えました。」の方がすっきりする。 
（会長）この事について考証されているのか。どこかに文書は無いか。色々

なところで書かれていた気がするが。 
（委員）明確な因果関係があるなら断定した形でも良い。先程の議論の中で

も、馬車鉄道の計画と青梅鉄道の関連性の意見が出た。 
（会長）考察がなければ、このままの文章でいいのではないか。 
（事務局）羽村町史に記載がある。甲武鉄道の会社が先にあり、馬車鉄道が

計画されていた。そして、指田茂十郎たちも武甲鉄道という会社を造ったが、

計画ルートが重なっている部分も多く、結果としては甲武鉄道の方が採用さ

れた。その後、指田茂十郎は青梅鉄道の創立の委員となり、青梅鉄道を造っ

ていることから、馬車鉄道は造れなかったので、それでは青梅鉄道を造ろう

という流れがあったと言えるのではないか。 
（会長）そのような内容の文書があれば、それが考察とまではいえないかも

しれないが、「影響を与えました。」といっていいのではないか。 
（委員）指田茂十郎や名主たちはずっと通船をやりたかったのだろう。西多

摩から物資を運ぶのは、これまで馬だったのが通船となり、大量の物資を早

く運搬できるようになったが、通船が中止されたため、馬車鉄道の計画を造

ったが、甲武鉄道の方が採用され、それを延長して青梅鉄道となったのだろ

う。そのため、「与えたといわれています。」より「与えました。」の方が積

極性があり、その方が羽村市の説明板としてふさわしいのではないか。 
（会長）それでは、「与えたといわれています。」を「与えました。」に変更

する。 
（会長）また、５行目の『里正日誌』の部分については、読みやすいように

ふりがな振ることとする。 
（会長）設置場所については、決定してから議論する。 
（事務局）場所が決まったら報告する。この文章なら、どこに設置しても 
内容は伝わるだろう。 
（３）令和６年度羽村市文化財保護事業（案）について 
（会長）事務局から説明をお願いする。 
（事務局）【資料 2】について、各項目を説明。 
（会長）それでは、【資料 2】について意見、質問等はあるか。 
（会長）「羽村の祭りばやし」保存伝承事業（市補助事業）の市補助金につ

いては、羽村の祭りばやし保存連合会（以下、連合会という。）へ支出する

ものなのか。 
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 （事務局）連合会への支出である。「羽村の祭りばやし」という無形文化財

を後世に継承していくため、合同で行う活動（連合会発表会等）に補助金を

充てているが、連合会を通じて各保存会の練習等に係る費用にも補助金を充

てている。 
（会長）保存会はいくつあるのか。 
（事務局）６保存会である。 
（会長）連合会の財源はどのようになっているのか。 
（事務局）主に６保存会からの会費と市補助金である。 
（会長）各保存会にはどのように分配されているのか。 
（事務局）各保存会から一定額の会費を徴収し、各保存会で行う練習等に係

る費用を予算の範囲内において実績により分配していると認識している。 
（委員）多摩郷土誌フェアについて、参加自治体が減ったような気がするが、 
費用対効果の関係で撤退した自治体が増えたのではないか。現在の状況や羽

村市の考えを知りたい。 
（事務局）コロナ禍の影響で、令和４年度に多摩郷土誌フェアを２年振りに

開催した。過去に比べ参加自治体は減っているかもしれないが、２６市１町

のうち、２２団体が２年連続で参加している。会場は例年、立川市女性総合

センターアイムで開催している。各自治体が一堂に集まると、郷土史等に興

味・関心がある方も集まり、郷土博物館で発行している刊行物を手に取って

見てもらえるというのは、羽村市としても良いＰＲの場であると考えてい

る。また、令和６年度も実施が決まれば参加する予定である。 
（会長）費用は発生するのか。 
（事務局）多摩郷土誌フェアの負担金を、主催している東京都市社会教育課

長会へ支出している。 
（会長）文化財説明板について、松本神社にある神社自作の「石杭」説明板

を郷土博物館で新しく作成できないか。今後発行する市史（通史編上巻）の

中に「石杭」の写真が掲載されている。 
（事務局）確認し検討する。 
（委員）東京文化財ウィーク 2024に関連して実施する「青梅鉄道開通 130
周年事業」について、他の自治体と連携して実施する際、共同で冊子やスタ

ンプラリーなど作成するのか。 
（事務局）事業内容としては、現在のところ各自治体において講座と企画展

示を検討している。講座の日程が重ならないように調整し、希望者が全部受

講できるよう開催する。冊子やスタンプラリーなどについては、検討中であ

る。 
（委員）来年度、文京区と新宿区が連携して玉川上水、神田上水などの上水
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 関係の事業を行う予定である。その中で、スタンプラリーをやるか検討して

いると聞く。スタンプラリーについては、完成を目指す人も多く集客率の面

から考えると、実施した方が良いのではないか。出来ればそれぞれ違うモチ

ーフでデザインした方がおもしろいだろう。 
（事務局）他の自治体の意向もあるので、全て違うデザインにするのは難し

いかもしれないが、まずは、冊子やスタンプラリーなどを実施するか検討す

る。 
（委員）例えば、缶バッジなどであれば、デザインが同じでも色が違うだけ

で全部揃えようとする方もおり、事業として盛り上がるのではないか。　 
（事務局）参考とさせていただく。 
（会長）その他、意見等はないか。無ければ終了とする。 
 
３報告事項 
(１)羽村市文化財保護審議会委員の改選期について、　 
（事務局）令和 6年 3月 26日開催の教育委員会定例において、全員再任と
いう形で改選について御審議いただく予定である。 
 
４その他 
(１)次回日程について 
（事務局）例年５月に開催している。第 1回会議については委嘱状交付があ
る。 
（会長）委員の都合を勘案すると６月１日（土）開催とする。 
（会長）以上で本日の審議会は終了とする。 


